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１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年６月２２日（土） 午前１１時００分～午後０時３０分 

            ・学校公開参観 

・令和６年学校経営方針等説明 

・開校９０周年に向けて 

・学校評議員の皆様からご意見等について 

（２）第２回実施日時 令和６年１０月１９日（土） 午前１０時０５分～午後０時３０分 

・道徳授業地区公開講座参観 

・学校公開参観 

・開校９０周年について進捗報告 

・学校評議員の皆様からご意見等について 

（３）第３回実施日時 令和７年２月２２日（土） 午前９時００分～午後１時００分 

            ・アートフェスタ鑑賞 

            ・令和６年度教育活動報告及び学校評価結果から 

・学校評議員の皆様からご意見等について 

            ・次年度の評議員について 

 

２ 参加者  校長・副校長・学校評議員５名 

 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎地域以外は、全てに

おいて肯定的評価の割

合が昨年度を上回っ

た。特に保護者からの

肯定的意見が多くなっ

た。 

●地域からの評価が少

し下がったが、地域の

回収数が大幅に増えて

ためだと考える。 

・児童は、学年にもよる

が、概ね落ち着いて学習

できている。開校９０周

年記念行事が児童の意

識の中に常にあったた

め、学校全体に一体感が

あった。落ち着いた学習

環境と児童の笑顔があ

ふれる学校を目指して、

さらに努力する。 

・９０周年に係る行事

を通して、校長の経営方

針の浸透が図られてい

た。 

 

 

 

Ⅱ 教育目標について ◎保護者からの肯定的 ・学校だよりの形式変 ・４０分授業で時程を



・教育目標、時程、教育内

容全体について 

意見が増えていた。保

護者会全体会や学校だ

よりでの周知が良かっ

たと考える。 

●教職員の評価が下が

った。今年度赴任した

教職員や若手教員への

指導周知が足りなかっ

たため、短時間学習や

昼会や下校時刻など週

時程についての共通理

解の不足による、混乱

があったことが理由と

して挙げられる。 

更が定着し、下校時刻等

の周知が徹底したのが

良かった。さらにわかり

やすい時程を考え、変更

を少なく、落ち着いて生

活ができるように工夫

する。 

組むことによる成果を

引き続き検証していく

とよい。 

・学校だよりが変更さ

れて、兄弟がいる場合は

下校時刻がよく分かる

ようになった。また、こ

まちゃん広場など子ど

も教室の計画・開催にも

役に立っている。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎学校公開・道徳授業

地区公開講座におい

て、全クラスとも授業

を公開するとともに、

保護者にも講演を聞い

ていただく時間を設け

た。 

●低学年において少し

評価が低いが、評価に

ついてそもそも理解が

不十分な児童が多かっ

たのではないかと考え

ている。 

・道徳科はローテーシ

ョン授業とし、来年度も

十分教材研究ができる

ようにし、行っていく。

また、保護者参加型の道

徳授業地区公開講座と

し、保護者に関心をもっ

ていただけるような内

容を工夫する。 

・引き続き、地域人材を

活用した取組を充実さ

せ、駒場の町と一体とな

って、心の教育の推進に

努めていってほしい。 

・道徳って何をやって

いるのか、保護者はよく

分かっていない。道徳授

業地区公開講座の講演

など、保護者に一緒に聞

いてもらうことが大切。

家庭での会話ができる

ようになる。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、主体的に

学習に取り組む態度等

の取組について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎全てにおいて、昨年

度に比べて評価が上が

っている。教員にとっ

ては、生み出された時

間を使って放課後、学

年会や教材研究も進め

られている。 

 

・校内研究を充実させ、

主体的に学習に取り組

む授業づくりを進める。

授業力や指導力を高め

られるようさらに研鑽

に努める。 

・行事の精選や実施時

期の変更等児童の実態

に合わせた教育課程の

編成を行う。 

・こま研などの取組を

充実させ、知識の集積を

追い求める教育を打破

できるように、保護者・

地域への啓発に努めて

ほしい。 

・こま研については、学

校公開で見せたり学校

だよりでの広報したり

地道に続けていくとよ

い。 

・「こま研レポート」の

掲示をもう少し広報す



るとよい。実践を年数重

ねることで成果が見え

るものであると認識し

ている。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎学校の取組につい

て、学校だより等での

お知らせを重ね、保護

者からの理解を得るこ

とができた。 

●「ここカラダ週間」の

取組がマンネリ化し

て、実態に合っている

かどうかの検証が必要

である。 

・運動会や Komaba ペ

ースランニングの取組

については、新年度改め

て説明し、理解を得る。 

・朝、遅刻してくる児童

が多い。「早寝・早起き・

朝ごはん」をさらに周知

し、整った生活習慣を身

に付けるための工夫を

する。 

・不登校の実態が見え

てこないが、児童の心の

健康に十分な配慮をし

てほしい。 

・保護者の責任におい

て、朝の送り出しができ

るよう広報する。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎行事への取組は、保

護者からの評価が大き

く向上した。自由記述

にも肯定意見が多い。

開校 90 周年行事につ

いては、創意工夫でき

た良い行事だった。 

●約９０％の肯定的評

価であるが、児童の満

足度が昨年度より下が

っている。何が原因か

検証が必要である。 

・クラブ活動は、年間 10

回を確保する。 

・青空班活動では、高学

年児童がリーダーシッ

プを取れるような指導

を工夫していく。 

・特別活動の充実を図

り、自分たちの力で学校

をよくしていくという

意識付けがさらに必要

である。 

・９０周年記念行事の

取組を、年間を通して推

進してきたことで、児童

相互の望ましい人間関

係が構築されているの

ではないか。 

・開校 90周年の記念歌

歌唱が良かったとの声

を聞く。開校 100 周年

まで歌い継いでほしい。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

◎保護者の評価は、大

幅に肯定的評価が上が

った。 

⦿保護者以外全てにお

いて、昨年度より評価

が下がった。児童の中

に、落ち着いて学習し

たり規則正しい生活を

送ったりすることが良

いという目標値が上が

ったため、自分に厳し

く評価したのではない

かと捉えている。 

・「楽しい学校」「笑顔

あふれる学校」を意識

し、居心地の良い学校を

目指していく。 

・教職員が足並みを揃

え、生活指導基準の徹底

を図っていく。 

・教職員はどの子も認

め、いじめのない学級づ

くり学校づくりを目指

す。 

・保護者の評価が大幅

に上がっているのは、校

長をはじめとして教職

員の努力の成果である

と言える。 

なお、児童の満足度の数

値の経年変化を追って

いくとよいのではない

か 

 

 



＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎保護者教職員の評価

は、昨年度より上がっ

ている。 

●低学年児童は、緊急

のチャイムや訓練が怖

いという児童もいて、

印象が良くなかったと

考える。 

・避難訓練では、様々な

場合を想定することに

より、児童の行動は改善

している。不審者対応や

引き取り訓練等さらに

改善して、実際の災害に

備え防災意識を高めて

いく。 

・学習用情報端末の使

用については課題も多

く、児童の方が使い方に

長けているので、ネット

の良き使い手であるこ

と（デジタルシティズン

シップ）の指導を続けて

いく。 

・防災教育・安全指導の

重要性に鑑み、保護者も

含めた啓発に努めてい

くべきである。 

 

 

 

・SNS に関わるセーフ

ティ教室など、保護者に

も啓発する機会をつく

るとよい。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎概ね保護者からも地

域からも肯定的な評価

をいただけている。 

・小中連携において、各

校の取組を広く知らせ、

９年間を見通した連携

を保護者に意識しても

らうようにする。 

・幼保小連携の取組を

継続できるよう、地域の

幼保に働きかける。 

・一中の様子が見えて

こないのでコメントで

きません。双方の状況を

共有する機会が必要で

ある。 

・小学校は、小中連携の

実践を HP で公開して

いるので、ぜひ見てほし

い。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎保護者の肯定的評価

は、約 8 割である。学

校 HP の学校日記や開

校９０周年行事などに

ついては、定期的に更

新し、児童の様子を発

信している効果が出て

いると考える。 

・学校だよりの内容の

充実、学校 HP の更新、

H&S の保護者へのお便

りの配信を常とし、デジ

タル化へ移行していく。 

・学校からのお便りと

H&S などの配信は続け

ていくとよい。また、HP

で学校の様子を発信し

ているので、見てもらえ

るように伝えていく。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎肯定的評価が 100％

となり、教員のやりが

いを感じることができ

ている成果であると考

える。 

・チームワークがよく、

職員間の風通しが良い

ところが長所と捉え、次

年度以降も継続してい

く。 

・服務事故防止研修を

通し、教育公務員として

・地域のみなさまに、教

員の頑張っている様子

など、さらなる見える化

にご尽力をお願いしま

す。 



の自覚を高めていく。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎10ポイント肯定的評

価が上がっている。勤

務時間外在校時間も減

り、学校全体としても、

働き方改革は進んでい

ると捉えている。 

・「チーム駒場」として

校務分掌を明確にし、一

人一人が当事者意識を

もって取り組めるよう

にする。 

・管理職の先生をはじ

めとする管理監督層の

努力の成果と思われる。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎概ねよい結果であ

る。どの教職員も真摯

に研修に取り組む姿が

見られている。 

・年間 2 回の服務事故

防止研修は、必ず年間予

定に組み込まれており、

全教職員が参加して継

続して行っていく。 

・今後も継続していく。 

 


